
北海道農業に限りない愛情を注ぎ、
たゆまぬ努力を続ける人々がいます。
農業の未来を創造する「北の農業人」の
情熱や取り組みをご紹介します。
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●「特別なことはしていない」と
田井さんは笑いますが、試験品
種の栽培を依頼されるなど、タマ
ネギの栽培技術が高い評価を受
けています。

●農業改良普及センターの農業塾に参加した
ことで、ほかの作物にも興味が出たという智子
さん。「今年は農家の女性たちと協力してカボ
チャを作り、地元のレストランに卸す予定」と楽
しそうに教えてくれました。

●定植の後は苗の抜けている部分を補
う補植作業を行います。歩きながら一つ
一つ手作業で植え付けていきます。
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●かつてはサングリン太陽園に勤務していた田井
さん。その時に身に付けた農薬の知識などは、
今でも役に立っているそうです。

●5月の連休の合間に訪ねた畑では、ピンと葉が立った
タマネギの苗が次 と々植え付けられていました。
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